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＜連絡事項＞
・東病棟風呂場内の物品整理を行っています。各スタッフは、病棟内の整理整頓、環境整備にも意識を持ち日常業務にあたるようにしましょう。

・東病棟風呂場の状態が復帰したので、従来通りの入浴業務を再開しました。
　以降入浴業務では、水曜日も浴槽に湯張りを行って下さい。

・再び災害などがあり設備不具合にて東病棟で入浴できなくなった場合は、南病棟2Fの風呂場を使用する事となります。

＜入室状況＞
【入院】
・山本　キリ様～東病棟合併症室へ医療保護入院
【転出】
・泉 沙耶様様～西病棟Bユニット30号室へ転出
・坂本　愛子様～南病棟Dユニット208号室へ転出





＜患者様連絡事項＞
・石岡 夢空様～主治医より、12/16　記録Fの今後について　内容の説明を祖母へ電話を通して行っている。措置解除の動向で退院日がずれる可能性はある、ということも含め、主治医が考えている退院日も伝え済である。また、措置解除面談は13:30予定との事で、措置解除となるならば12/25 14:00頃退院の目途となるであろうとの事で、その件を祖母へ電話連絡し了承されている。

・尾形 アイカ様～酸棗仁湯中止。

・大平　香奈様～外泊日程について調整が必要である事を姉へ電話連絡している。母親と相談し12/18電話にて返答するとの事。
　　　　　　　　12/22　16:00(約30分間)計画相談　ぴあ三沢　村田氏　モニター面会

・尾形　アイカ様～主治医面談について姉様へ電話連絡。主治医から12/22 10時希望である事を伝え、了承されている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放中他室侵入繰り返し落ち着かない様子あり。症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時表情硬さややあるも不穏興奮等なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。対面時にヤツキあるも気分高揚感目立たず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・福村　秀吉様～終日隔離中。対面時気分高揚感持続しており、自己中心的な訴えを話されている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜入院患者様情報＞
　氏　　名：山本　キリ（やまもと　きり）様
　生年月日：昭和19年10月30日(81)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　合 併 症：なし
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　　平成15年に不眠に伴う自殺企図があり、八戸赤十字病院精神科を受診。その後は通院加療を行っていたが、平成25年8月に夫が肩を痛めたのを機に抑うつ状態が増悪し、同年11月12日にさくら病院を初診、同日入院となっている。平成26年2月27日に退院後、通院中に気分の変動を認めて双極性障害の診断に至る。令和元年5月に服薬が不規則になり、デポ剤（ハロペリドール）が開始。同年12月より食欲不振を認め、同月25日に2回目の入院をしている。状態は改善してきていたが、夫から同院に対しての不満があり、転院し、継続治療を希望され、令和2年4月24日当院初診。以降定期的に通院を継続していたが、本人の拒否が強く、令和6年8月9日以降は受診していなかった。令和7月11月高齢者支援センターより情報提供があり、気分の落ち込みや食思低下、活動性の低下があり、治療再開の希望があり、令和7年12月3日当院受診。１日中自宅で過ごしており、仕事をしている夫の負担も増大していることから、入院治療の意向あり。症状改善目的のため、令和7年12月10日、東病棟合併症室へ医療保護入院の予定となるが入院時検査にてコロナ陽性反応あり。そのため12月17日にて再調整としている。以上経過により東病棟合併症室に医療保護入院となる。

　日　　時：令和7年12月17日　15:51
　氏　　名：関 龍二（せき　りゅうじ）様
　生年月日：昭和49年12月26日(50)
　病　　名：薬物過量摂取
　合 併 症：なし
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　12/16の日中から飲酒しており、飲酒量は不明。翌日に両親と口論になり、ニトラゼパムを20T内服。本人から警察へ相談し、警察から救急要請となった。日赤に救急搬送され、精査の結果内科的疾患なしと診断。その後一旦かかりつけである三戸中央病院へ転院している。同院では毎回入院時に院外へ脱走することを繰り返している。当院へ入院の流れとなり、15:51東病棟Aユニットへ任意入院となっている。
